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九頭竜川自然九頭竜川自然再生事業再生事業

現状の認識

自然再生事業計画の策定

現地視察 (調査)
第1～４回検討会（昨年度）

原因分析

目標の設定

再生箇所の設定

概略方針の設定

本年度検討会の流れ

第8回検討会

第5回検討会

砂礫河原再生砂礫河原再生

第6回検討会

水際環境保全・再生水際環境保全・再生
支川・水路連続性再生支川・水路連続性再生

第7回検討会
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地域連携方策

整備目標の設定 段階的整備計画 モニタリング計画



砂礫河原再生計画の流れ 3

砂礫河原再生 ー砂礫河原再生計画の流れー

砂礫河原再生計画の流れ

モニタリング計画

○整備目標に対するモニタリング項目の整理

モニタリング計画

○整備目標に対するモニタリング項目の整理

再生の概略方針（整備メニュー）の整理

・澪筋造成 ・砂州切り下げ

再生の概略方針（整備メニュー）の整理

・澪筋造成 ・砂州切り下げ

整備目標の設定

具体的な整備目標の設定

整備目標の設定

具体的な整備目標の設定

段階的整備計画

○段階的整備の実施方針

○優先整備箇所に対する整備内容

・優先整備箇所の現状

・優先整備箇所に対する整備内容

段階的整備計画

○段階的整備の実施方針

○優先整備箇所に対する整備内容

・優先整備箇所の現状

・優先整備箇所に対する整備内容
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砂礫河原再生 ー整備目標ー

整備目標の位置づけ

自然再生へ向けた目標
－望ましい姿の方向性－

自然再生への整備方針
－再生の方向性－

具体的な整備目標
－個別目標達成への方向性－

・九頭竜川らしい風景 ・良好な砂礫河原環境
・河原を好む生物の生息環境 ・川と人との関わり

・澪筋の造成 ・砂州の切り下げ

・砂礫河原面積拡大 ・撹乱環境改善
・植生侵入の抑制 ・生物生息域拡大

【自然再生整備方針】

「澪筋造成及び砂州切り下げをきっかけとした自然の営力による砂礫河原再生」

【自然再生目標】
「『九頭竜川らしい』といわれる砂礫河原の再生」
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砂礫河原再生 ー整備目標ー

整備目標の設定

整備目標 ② 健全な攪乱環境の回復

植生遷移と洪水による植生流失等の健全な

メカニズムの機能再生

増水による植生の流失等

増水時

平常時

整備目標 ④ 礫河原固有種の生息域回復

砂礫河原再生による固有種の生息状況改善

整備目標 ③ 冠水頻度向上による植生侵入の抑制

澪筋造成による冠水頻度の向上に伴う植生侵入
の抑制

植生の侵入の抑制

砂州切り下げによる
砂礫河原拡大

澪筋造成による
砂礫河原拡大

整備目標 ① 砂礫河原部の拡大

自然の営力による砂礫河原面積の拡大

イカルチドリ，カワラヨモギ，カワラハハ
コ，アラレガコ等砂礫河原固有種の生
息域拡大
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砂礫河原再生 ー再生整備メニューー

再生整備メニュー -澪筋の造成-

福松大橋周辺の例

澪筋造成部

増水時の流路跡増水時の流路跡増水時の流路跡
九頭竜川

整備内容･･･増水時の流路となる箇所に対して澪筋の造成を実施し，造成部への植生の進入の
抑制や造成部周辺の撹乱を期待する。

澪筋の造成

再生の概略方針

整備目標･･･砂礫河原部の拡大，冠水頻度向上による植生侵入の抑制
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砂礫河原再生 ー再生整備メニューー

再生整備メニュー -砂州切り下げ-

福松大橋周辺の例

整備内容･･･澪筋と砂州の比高差が大きくなっている箇所に対して砂州の切り下げを実施し，
砂州上の撹乱頻度の向上を図る。

再生の概略方針

砂州の切り下げ

砂州切り下げ部

整備目標･･･砂礫河原部の拡大，健全な攪乱環境の回復

冠水頻度及び撹乱頻度の大きい箇所植生繁茂が顕著

九頭竜川九頭竜川
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砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

段階的整備実施方針

整
備
対
象
区
分

整
備
対
象
区
分

優先整備箇所

【試験施工の実施】 【優先整備箇所の整備実施】

再生箇所

【再生箇所の整備実施】

・施工箇所３箇所へ試験的な整備
を実施

優先整備箇所⑤：澪筋造成

優先整備箇所⑦：砂州切り下げ
優先整備箇所①：砂州切り下げ

・試験施工結果の反映
・優先整備箇所へその他整備実施。

優先整備箇所⑤：砂州切り下げ

優先整備箇所⑦：澪筋造成
優先整備箇所①：必要に応じて

澪筋造成

・ステージ１,２の結果を踏まえ，
再生対象箇所への整備を実施。

再生箇所：澪筋造成

砂州切り下げ

整
備
の
視
点

整
備
の
視
点

・試験的整備実施による効果を
モニタリング

物理環境モニタリング
生物環境モニタリング

・ステージ１の整備効果モニタリング
・ステージ２の整備効果モニタリング

物理環境モニタリング
生物環境モニタリング

整
備
内
容

整
備
内
容

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ステージ１ ステージ２ ステージ３

フィードバック

◆試験施工◆
・整備効果の検証
・砂礫河原の再生状況の確認

◆優先整備箇所整備◆
・試験施工の効果を踏まえた整備。
・砂礫河原の再生，撹乱及び維持状況
の把握。

適
宜
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

適
宜
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

◆再生箇所整備◆
・優先整備箇所の整備効果を踏まえ
た整備。

・砂礫河原再生状況と生物生息状況
変化の把握。

・ステージ１の整備効果モニタリング
・ステージ２の整備効果モニタリング
・ステージ３の整備効果モニタリング

物理環境モニタリング
生物環境モニタリング

フィードバック
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砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

優先整備箇所の位置

○ステージ１整備対象箇所（優先整備箇所･･･砂礫河原①，砂礫河原⑤，砂礫河原⑦）

最終評価一覧

-
再生困難

-

-
-

-
-

評価

評価項目

評価項目

右岸寄州③
不良
無
-
-

-
-

-

-

最終評価

評価
右岸寄州⑦
不良
有
有
有
無

無

（増水時の流路）
無
無

-
-

-（増水によるかく乱） 無
無

中州群②

良
-

優先整備箇所

不良
有

左岸寄州⑥

不良
有

左岸寄州⑧

無

-

-

-
保全

-

再生箇所 再生箇所

中州④

不良

無
再生箇所

-

-
-
-

有
砂礫河原の形成維持状況

-
-
-

無
無

砂礫河原再生の可能性
砂礫河原維持の可能性

-

砂礫河原の形成維持状況
砂礫河原再生の可能性
砂礫河原維持の可能性
（増水によるかく乱）
（増水時の流路）
最終評価 優先整備箇所

右岸寄州⑤
不良
有
有
有
有

優先整備箇所
有

右岸寄州①
不良
有
有
無

No 砂州位置

1 20.6-22.0k　右岸寄州

2 22.0-23.0k　中州（群）

3 22.5-23.6k　右岸寄州

4 23.0-24.4k　中州

5 23.8-25.6k　右岸寄州

6 25.6-26.1k　左岸寄州

7 26.0-27.0k　右岸寄州

8 26.2-27.1k　中州

21km

22km

23km

24km

25km

26km 27km



：写真該当箇所

福井大橋福井大橋

福松大橋福松大橋

五松橋五松橋

⑤
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砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

九頭竜川 比高差が大きい

・明瞭な増水時の流路跡が確認できる。
・流路跡にはカワラヨモギ･ハハコが生育。

九頭竜川

増水時の流路跡

優先整備箇所の現状

砂礫河原⑤ －優先整備箇所－

・澪筋と砂州の比高差が大きく砂州上には植生
が繁茂。

増水時の流路跡が存在するため，澪筋造成に適している。
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砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

優先整備箇所における試験施工内容

砂礫河原⑤ －優先整備箇所－

○整備メニュー

・澪筋の造成

増水時の流路跡に50日冠水位相当

地盤高の澪筋を造成（概略方針）。

（良好な砂礫河原形成箇所における増水時の

澪筋を参考とし，河岸勾配は1：4程度に設定。）

24.2k

24.4k

24.6k

24.8k

25.0k

25.2k
25.4k

25.6k

澪筋の造成

九頭竜川

平均年最大流量相当水位

50日冠水位

澪筋の造成

砂礫河原⑤
平水位

50日冠水位

河岸勾配1:4程度

50日冠水位

河岸勾配1:4程度

・樹木伐採

澪筋造成部の樹木伐採の実施。



福井大橋福井大橋

福松大橋福松大橋

五松橋五松橋

：写真該当箇所

⑦
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砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

：写真該当
箇所

・水際部には砂礫河原が形成されている。

九頭竜川

九頭竜川

・中流部は地盤が高く植生の繁茂が著しい。

樹木等植生が繁茂

優先整備箇所の現状

砂礫河原⑦ －優先整備箇所－

水際部は砂礫河原が形成されているため，植生の繁茂箇所に
対する砂州切り下げ実施の効果が期待される。
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砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

優先整備箇所における試験施工内容

砂礫河原⑦ －優先整備箇所－

○整備メニュー

・砂州切り下げ

平均年最大流量相当水位-0.5m

の切り下げ。

・表層土撤去

切り下げ箇所から水際部まで

表層土撤去。

植生部表層 植生部下層

砂州切り下げ

九頭竜川

砂州の撹乱が

期待されるライン

26.0k
26.2k 26.4k

26.6k
26.8k 27.0k

平水位

平均年最大流量相当水位

50日冠水位

砂礫河原⑦

砂州切り下げ
表層土撤去

・樹木伐採

砂州切り下げ部樹木伐採の実施。



：写真該当箇所

福井大橋福井大橋

福松大橋福松大橋

五松橋五松橋

①
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砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

九頭竜川

・植生が密生し，砂州にも微細な土砂が堆積
・魚類の洪水時避難場所の可能性有

九頭竜川

・水際には砂礫河原が形成されている

砂州上には植生が繁茂

優先整備箇所の現状

砂礫河原① －優先整備箇所－

水際部は砂礫河原が形成されているため，植生の繁茂箇所に
対する砂州切り下げ実施の効果が期待される。



砂礫河原再生 ー段階的整備計画ー

優先整備箇所における試験施工内容

砂礫河原① －優先整備箇所－
21.6k

21.4k

九頭竜川

砂州切り下げ

21.2k

21.0k

20.8k

段階的整備計画 15

○整備メニュー

・砂州切り下げ

平均年最大流量相当水位-0.5m

の切り下げ。

・表層土撤去

切り下げ箇所から水際部まで

表層土撤去。

・樹木伐採

砂州切り下げ部樹木伐採の実施。

植生部表層 植生部下層

平均年最大流量相当水位

50日冠水位

樹木伐採

砂礫河原①

平水位

表層土撤去
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砂礫河原再生 ーモニタリング計画ー

モニタリングの考え方

自然再生事業においては，設定した整備目標の達成度に関する評価が必要である。

砂
礫
河
原
再
生
整
備
効
果
の
評
価

砂礫河原部の拡大

健全な撹乱環境の回復

冠水頻度向上による
植生侵入の抑制

砂礫河原固有種の
生息域回復

整備目標 評価内容

・砂礫河原面積の拡大

・砂州上の撹乱域の拡大

・撹乱環境を好む植生分布範囲の拡大

・植生の遷移と流失等の機能再生

・砂州上の撹乱状況改善

・植生侵入の抑制

・造成した澪筋の維持

・砂礫河原固有種の生息域
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砂礫河原再生 ーモニタリング計画ー

モニタリングの実施方針

保全・再生地区の特徴や整備目標及び内容を踏まえ適宜モニタリングを実施し整備効果の評価を行う。

■短期モニタリング■ －試験施工前後の変化を把握－ （1～3年程度）

・調査結果をもとに試験施工の整備効果について評価。

・状況に応じて水辺の国勢調査結果の活用。

■中・長期モニタリング■ －整備実施後の経年変化を把握－ （5～10年毎）

・物理環境調査及び生物生息生育環境調査については，水辺の国勢調査

結果や定期縦横断測量結果等を活用。

■日常モニタリング■ －日常的な情報をもとに状況を把握－

・巡視等による目視観察や利用者の情報提供により，日常の変化状況を把握。

・地域住民への協力要請も含め，当該環境の状況に関する情報を共有化。
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砂礫河原再生 ーモニタリング計画ー

短期的なモニタリング計画

生
物
環
境

物
理
環
境

項目 調査目的

砂礫河原の形成状況の経時的な変
化及び増水前後の変化を把握す
る。

砂礫河原面
積の変化

調査時期

整備箇所の横断形状及び地盤高の
平面的な変化を把握する。

秋季植生

河道の横断測量等
地形状況

変化

鳥類

砂礫河原環境を好む植生の分布状
況の変化を把握する。

出水期後

（10月以降）

調査内容

簡易な手法による航空
写真の撮影等

砂礫河原環境を好む鳥類の利用状
況の変化を把握する。

繁殖期

植生分布調査等

スポットセンサス調査
等

陸上昆虫類
砂礫河原を利用する陸上昆虫類の
生息状況を把握する。

春～秋季陸上昆虫類生息調査

・澪筋・砂州の地盤高

・砂州の形状

評価指標

砂礫河原面積

カワラヨモギ，カワラ
ハハコ等

イカルチドリ，シギ
類，（コアジサシ）等

アオモンギンセダカ
モクメ，カワラスズ等

・澪筋の維持，切り下げ部

の変化を把握

・砂州上の堆積・洗掘等面

的な地形変化を把握

評価方法

写真等による砂礫河原面
積変化の定性把握

群落分布状況及び面積の
変化を把握

利用状況の変化を把握

生息状況の変化を把握
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砂礫河原再生 ーモニタリング計画ー

中長期的なモニタリング計画

生
物
環
境

物
理
環
境

項目 調査目的

砂礫河原の形成状況の経年的な変
化を把握する。

砂礫河原面
積の変化

調査時期

整備箇所の横断形状を把握する。

5年に1回

程度

秋季

植生

定期縦横断測量結果
の活用。

地形状況

変化

陸上昆虫類

再生事業対象区間内に生育する植
物の分布状況の経年的な変化を把
握する。

5年に1回

程度

調査内容

航空写真の撮影。

再生事業対象区間内における陸上
昆虫類の生息及び利用状況の経年
的な変化を把握する。

5年に1回

程度

春～秋季

水辺の国勢調査結果
の活用を基本とする。

水辺の国勢調査結果
の活用を基本とする。

鳥類
再生事業対象区間内における鳥類
生息及び利用状況の経年的な変化
を把握する。

5年に1回
程度
繁殖期

水辺の国勢調査結果
の活用を基本とする。

砂州の地盤高

評価指標

砂礫河原面積

植生群落の分布状
況等

イカルチドリ，シギ
類，（コアジサシ）等

アオモンギンセダカ
モクメ，カワラスズ等

再生事業対象区間内の砂
州の形状変化を把握

評価方法

航空写真から砂礫河原面
積を読み取り，変化量を
把握

植生の経年変化より，植
生の遷移と流失等のサイ
クル形成把握。

鳥類の確認種数や利用状
況の変化を把握

種数，生息状況の変化を
把握


